
公立 福島県立医科大学 保健科学部 福島県福島市 公立大学法人 遵守事項

　理学療法学科 40 　福島県立医科大学

　作業療法学科 40

　診療放射線科学科 25 助言事項

　臨床検査学科 40

遵守事項

遵守事項

遵守事項

公立 和歌山県立医科大学 薬学部 和歌山県 公立大学法人 ・特になし

　薬学科 100 　和歌山市

私立 群馬医療福祉大学 医療技術学部 群馬県前橋市 学校法人 遵守事項

　医療技術学科 　昌賢学園

　　臨床検査学専攻 40

　　臨床工学専攻 40

遵守事項

助言事項

(人)

令和３年度開設予定学部等一覧

１　学部を設置するもの　13校 令和２年10月

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

・ディプロマ・ポリシーにおける「福島県の地域医療や
災害医療」に対応する各科目において、シラバスの概要
や各回のテーマに当該内容を教授する旨を明確に記載す
ること。

・「侵襲を伴う等の研究を行う場合」は倫理審査を受け
ることとしているが、侵襲の有無に限るのではなく、
「人を対象とする研究を行う場合」とし、広く倫理審査
を受ける研究体制とすることが望ましい。

・運動場及び体育館が別地にあることから、教育に支障
のないようにすることはもとより、学生の課外活動等に
配慮すること。

・教員の補充を必要とされた７授業科目については、科
目開講時までに確実に専任教員を配置して教員を充足す
ること。（理学療法学科）

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制
の将来構想について着実に実施すること。（理学療法学
科）

・入学希望者への配慮の観点から、各選抜方法やアド
ミッション・ポリシーで必要とされる能力については、
入試要項等で簡潔かつ明確に示すよう留意すること。ま
た、同窓子女・子弟推薦入試についても、広く社会から
の理解が得られるよう、必要性や妥当性などについて、
入試要項等で簡潔かつ明確に示すよう留意すること。

・臨床検査学・臨床工学いずれにおいても倫理学は重要
な領域であるため、臨床検査技師カリキュラム改正後も
当該科目を引き続き必修にするなど、学生の負担を考慮
しつつ、教育課程内で何らかの形で取り扱うよう留意す
ること。

・入学後に、成績によっては希望する資格を取得できな
いことを初めて知る等の齟齬（そご）を防ぐため、募集
段階からダブルライセンスを取得するための条件を明記
することが望ましい。

　和歌山県立医科大学
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(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

(群馬医療福祉大学) 遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

私立 東京国際大学 医療健康学部 埼玉県川越市 学校法人 遵守事項

　理学療法学科 80 　東京国際大学

遵守事項

遵守事項

遵守事項

私立 立正大学 データサイエンス学部 埼玉県熊谷市 学校法人 助言事項  社会福祉学部

　データサイエンス学科 240 　立正大学学園 　 社会福祉学科〔定員減〕 (△25)

 地球環境科学部

遵守事項 　 地理学科〔定員減〕 (△15)

・教員の補充を必要とされた10授業科目については、科
目開講時までに確実に専任教員を配置して教員を充足す
ること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制
の将来構想について着実に実施すること。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定
員未充足の改善に取り組むこと。（群馬医療福祉大学短
期大学部　医療福祉学科）

・病院のみならず、卒業後の進路として掲げられた、ス
ポーツトレーニング施設、行政機関、健康関連企業等へ
の就職が可能となるよう就職支援の方策を説明するこ
と。

・「総合臨床実習Ⅰ」と「同Ⅱ」において実施する地域
理学療法に関する実地体験について、実習施設を適切に
確保するとともに、計画に基づいて確実に履行するこ
と。

・「東京国際大学学術研究倫理委員会規程」について、
外部委員の属性や人数が不明確であることから、学術研
究倫理委員会規程を明確に修正すること。

・教員の補充を必要とされた12科目については、科目開
講時までに確実に専任教員を配置して教員を充足するこ
と。

・本学部は「『経済・ビジネス系の価値創造』に力点を
置く」との説明がなされているが、経済分野の専任教員
は少数であるため、同分野の専任教員を充実させること
が望ましい。

・モラルや倫理に関連する事項の一つとして言及されて
いるプライバシーを学ぶ授業科目についてはいずれも選
択科目となっているため、教育課程の中でプライバシー
について学ぶ機会を確保すること。

・事業活動収入に対する人件費の割合が同系統の大学等
を設置する学校法人に比べ高く、また、経常収入に対す
る教育研究経費の割合が同系統の大学等を設置する学校
法人に比べ低いことから、教育研究条件の低下にならな
いよう法人の収支バランスに留意すること。
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(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

（立正大学） 遵守事項

助言事項

助言事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

遵守事項

・「基礎数学」、「基礎統計」の履修内容は学部教育の
授業水準として不適切であるため、教育課程内の授業と
して位置付けないこと。なお、本学部の入学者選抜の形
式を考慮すると、数学等の補習授業等については重要で
あると考えられるため、教育課程外のリメディアル教育
として実施するなど、学生に十分に配慮した対応を実施
すること。

・卒業論文あるいは卒業研究を評価する必修科目である
「ゼミナールⅢ」、「ゼミナールⅣ」と新たに必修科目
として設定された「卒業研究・卒業論文」については同
時期の科目かつ履修内容が重複しているため、履修内容
を整理の上、記載を適切に改めること。加えて、情報・
数学・統計に関する他の授業科目等についても、適切な
履修内容となっているか、他の授業科目等と重複が無い
か等を改めて確認の上、必要に応じて適切に改めるこ
と。

・各資格取得のために必要な授業科目について、学生に
明確に示すこと。

・「微分積分学」、「線形代数学」等の必修科目が特定
の教員に集中しているなど、一部教員の授業負担が懸念
されるため、教員組織のより一層の充実等の対応をとる
ことが望ましい。

・完成年度には多くの学生が同時に卒業研究等を実施す
ることになり、相当数のスペースや情報機器を使用する
ことが想定されることから、そのことに十分配慮した施
設・設備の活用や更なる充実に努めること。

・教育課程において数学・情報・統計学の知識が求めら
れる授業科目が多数必修となっているため、各授業科目
を履修する上で知識が必ずしも十分でない学生に対して
は学生個人の能力に応じた少人数のクラス編成でリメ
ディアル教育を実施する等、学生に十分に配慮した対応
を実施するほか、入学者選抜においてもリメディアル教
育を学ぶために十分な数学的知識を有していることを確
実に確認すること。加えて、データサイエンスに関連す
る知識の説明の中で、例えばHTMLは「プログラミング基
礎」で対応する等としているが、シラバスに明確に反映
されていないものもあるため、シラバスを修正し履修内
容を学生に明確に示すこと。

・履修モデルに示される人材像とカリキュラム・ツリー
に示される「ビジネス」等の分野についての整合性が不
明確であるため、これらを学生に示す際には対応関係を
明確にしておくことが望ましい。

・経済学分野の各領域に対応する教育課程において、
データサイエンスの知見を生かした取組をより充実する
ことが望ましい。
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(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

（立正大学） 遵守事項

私立 湘南医療大学 薬学部 神奈川県 学校法人 助言事項

　医療薬学科 130 　横浜市 　湘南ふれあい学園

遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

遵守事項

私立 佐久大学 人間福祉学部 長野県佐久市 学校法人 遵守事項

　人間福祉学科 70 　佐久学園

　　(3年次編入学定員) 10

・学部及び学科名称に「人間福祉学」を掲げ、その特色
として看護学部等との連携教育や多様なニーズに対応で
きる社会福祉教育を行うことが説明されているが、社会
や学生に対してその特色や教育内容を十分に周知するこ
と。

・教員の補充を必要とされた２授業科目については、科
目開講時までに教員を充足すること。

・理事と顧問を兼務している者について、当該顧問の職
務内容に学校法人の理事としての職務が含まれていない
か整理し、兼務する妥当性について改めて検討するこ
と。

・経常収入に対する教育研究経費の割合が同系統の大学
等を設置する学校法人に比べ低く、また、近年この割合
が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上に
取り組むこと。

・学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合が同系
統の大学等を設置する学校法人に比べて低いことから、
同納付金の学生への還元に取り組むこと。

・収益事業について、その収益を私立学校の経営に充て
られるよう適切な運営を行うこと。収益を私立学校の経
営に充てることができない場合は、収益事業を廃止する
こと。

・県内の薬剤師が不足する地域への人材の輩出という本
学科の設置に係る社会的ニーズに対応するため、都市部
だけでなく、そうした地域における地域医療への貢献を
学生に促す取組を検討すること。

・入学後の教育がより充実したものとなるよう、入学予
定者に課す「入学前教育」の内容を精査し、適切に実施
すること。

・教員の補充を必要とされた12授業科目については、科
目開講時までに教員を充足すること。うち、専任教員の
配置を必要とされた５授業科目については、確実に専任
教員を配置すること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制
の将来構想について着実に実施すること。

・理事及び評議員の構成がふれあいグループ関係者に
偏っていることから、その構成の見直しについて検討す
ること。
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(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

（佐久大学） 遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

遵守事項

助言事項

私立 岐阜保健大学 リハビリテーション学部 岐阜県岐阜市 学校法人 遵守事項 岐阜保健大学短期大学部

　理学療法学科 60 　豊田学園

　作業療法学科 30 　※令和3年4月学生募集停止

遵守事項

遵守事項

遵守事項

・認可後に補助金（佐久市）が収納予定であることか
ら、収納後、速やかにその旨を報告すること。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定
員未充足の改善に取り組むこと。（佐久大学信州短期大
学部　福祉学科）

・臨床実習先での評価について、学生から提出された課
題を評価の50％とする旨説明があるが、臨床実習により
学生に過度な負担がかからないように、例えば、実習先
からの評価や実習前後のOSCEから確認できる修得状況を
鑑みるなど、総合的に評価できるよう適切に改善するこ
と。

・教員審査の結果「兼任補充可」とされた演習・実習指
導科目の６科目において、厚生労働省の指定基準を大き
く上回っていることを理由に教員補充をしていないが、
当初予定していた教員組織より１名減ずることによる教
育の質の担保の説明が不十分であることから、科目開講
時までに確実に教員を配置すること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制
の将来構想について着実に実施すること。

・学校法人内の職務の兼務により理事が選任条項上の欠
員となっていることから、速やかに改善すること。

・完成年度における法人全体の基本金組入前当年度収支
差額がマイナスとなっていることから、収支の均衡を前
提とした中長期的な財政計画の策定・実行など、経営基
盤の安定確保に取り組むこと。

・理学療法学科の「内部障害系理学療法学」、「内部障
害系理学療法学演習」は、依然として講師及び助教の教
員を配置する旨説明があるが、これらの科目は指定規則
に定める主要な授業科目であることから、科目開講時ま
でに確実に教授又は准教授の専任教員を配置すること。
（理学療法学科）

・作業療法学科の「精神障害作業療法学」、「精神障害
作業療法学演習」は、依然として助教の教員を配置する
旨説明があるが、これらの科目は指定規則に定める主要
な授業科目であることから、科目開講時までに確実に教
授又は准教授の専任教員を配置すること。（作業療法学
科）

・臨床研修先など研修内容の詳細が不明確であることか
ら、詳細を明確に示した上で、確実に専任教員の臨床力
向上に努めること。

　リハビリテーション学科(廃止)(△90)
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(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

（岐阜保健大学） 遵守事項

遵守事項

遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

遵守事項

・オフィスアワーについて、原則として授業日の昼
（12:20～13:00）と夕方（16:20～17:30）を確保する旨
説明があるが、担当授業科目が多く、スケジュールが過
密となる専任教員が複数いることを踏まえ、教員に過度
な負担がかからないよう、適切に設定すること。

・研究倫理委員会における、外部委員の属性や人数が不
明確であることから、研究倫理委員会規程を明確に修正
すること。

・教員の補充を必要とされた11授業科目については、科
目開講時までに教員を充足すること。うち、専任教員の
配置を必要とされた９授業科目については、確実に専任
教員を配置すること。（理学療法学科）

・改組転換（既設の短期大学等を廃止して、その教員組
織、施設設備を基に新たな大学等を設置することによる
負債率等の特例）に該当することから、岐阜保健大学短
期大学部については、計画どおり廃止すること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制
の将来構想について着実に実施すること。（理学療法学
科）

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来
構想について着実に実施すること。（作業療法学科）

・学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合が同系
統の大学等を設置する学校法人に比べて低いことから、
同納付金の学生への還元に取り組むこと。

・改組転換（既設の短期大学等を廃止して、その教員組
織、施設設備を基に新たな大学等を設置することによる
標準設置経費等の特例）に該当するため、審査基準上、
設置経費が標準設置経費を下回っても差し支えないが、
校舎（機械、器具等）の整備にあたり教育研究に支障が
ないよう配慮すること。

6 / 14 



(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 大阪医科大学 薬学部 大阪府高槻市 学校法人 遵守事項 大阪薬科大学（廃止）

　薬学科 294 　大阪医科薬科大学 　薬学部

　薬科学科 0 　　薬学科 (△294)

　　薬科学科 (0)

　※令和3年4月学生募集停止

　令和3年4月名称変更予定

　　大阪医科大学

　　　→大阪医科薬科大学

私立 関西医科大学 リハビリテーション学部 大阪府枚方市 学校法人 助言事項

　理学療法学科 60 　関西医科大学

　作業療法学科 40

助言事項

助言事項

遵守事項

私立 滋慶医療科学 医療科学部 大阪府大阪市 学校法人 助言事項 　令和3年4月名称変更予定

大学院大学 　臨床工学科 80 　大阪滋慶学園 　　滋慶医療科学大学院大学

　　　→滋慶医療科学大学

遵守事項

助言事項

・二以上の大学等を設置する学校法人が、一の大学等若
しくは学部等を廃止して、一定の要件の下、当該学校法
人が設置する他の大学等の学部等を設置する場合の特例
を適用することから、大阪薬科大学については、計画ど
おり廃止すること。

・ディプロマ・ポリシーに「AIや医療ロボットなどの高度なテク
ノロジーを駆使した先端的な理学療法技術を備え」とある
が、教育課程上、AIの活用に関連する内容が限定的である
ため、科目内容の充実を図るとともに、学生及び入学志願者
に対して誤解を与えないように留意することが望ましい。（理
学療法学科）

・ディプロマ・ポリシーに「AIや医療ロボットを含めた最新の知
識・技術を更新・研鑽し続けることができる」とあるが、教育課
程上、AIの活用に関連する内容が限定的であるため、科目
内容の充実を図るとともに、学生及び入学志願者に対して誤
解を与えないように留意することが望ましい。（作業療法学
科）

・「リハビリテーション工学演習」については、専任教
員１名で対応することとされているが、必修の演習科目
として適切な教育効果が得られるよう、科目開講時まで
に担当教員を増員するなどして、適切なクラス規模にな
るよう検討することが望ましい。（作業療法学科）

・「専門ゼミⅠ・Ⅱ」及び「専門ゼミⅢ・Ⅳ」につい
て、配当年次や必修・選択の違いはあるものの、授業計
画等はほぼ同一のものとなっており、教育課程上の位置
付けが明らかではないことから、シラバス等に教育目的
の違い等を明示するなどして、学生に対して当該科目の
教育課程上の位置付けを適切に周知すること。

・運動場が別地にあることから、教育に支障のないよう
にすることはもとより、学生の課外活動等に配慮するこ
と。

・学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合が同系
統の大学等を設置する学校法人に比べて低いことから、
同納付金の学生への還元に取り組むこと。

・教員の補充を必要とされた３授業科目については、科
目開講時までに確実に専任教員を配置して教員を充足す
ること。（理学療法学科）
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(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 大和大学 社会学部 大阪府吹田市 学校法人 遵守事項

　社会学科 200 　西大和学園

遵守事項

遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

・「社会心理学コース」のカリキュラム・ツリーに示さ
れた４つの区分（個人、対人、集団、社会文化）と、そ
れに対応する授業科目が整合していない授業科目（「意
思決定の心理学」等）があるので、社会心理学の基本を
踏まえて整合させること。

・「メディア社会コース」の教員組織は、マスメディア
分野の実務経験者を中心に構成されているため、デジタ
ル化などの新しいメディアを専攻分野とする博士の学位
を有するか、又はそれに準ずる研究業績等を有する専任
教員を補充すること。

・社会学が対象とする教育研究分野のうち、主として
「ひと」を対象とすることの意義、大学や学部の教育研
究との関係性について、学生に対して分かりやすく説明
するとともに、各コースが対象とする教育研究分野の充
実を検討すること。

・心理学の方法論に係る図書の充実に努めることが望ま
しい。

・若手の専任教員の採用計画やより高度な学位の取得に
関して、より具体的な採用計画や学位取得に向けた支援
策を検討し取り組むこと。

・教員の補充を必要とされた１授業科目については、科
目開講時までに教員を充足すること。

・経常収入に対する教育研究経費の割合が同系統の大学
等を設置する学校法人に比べて低いことから、教育研究
条件の充実向上に取り組むこと。

・学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合が同系
統の大学等を設置する学校法人に比べて低いことから、
同納付金の学生への還元に取り組むこと。

・社会学部社会学科に「社会心理学コース」を設けるこ
とについて、その意義、学科としての共通点、コースの
独自性について、学生に対して分りやすく説明するこ
と。また、履修ガイダンス等において、１年次に履修す
る授業科目について、各コースで履修する授業科目との
関連性を丁寧に説明すること。

・各コース共通で、ディプロマ・ポリシー②に「社会現
象を解明するための社会調査に関する基本的な知識を有
している」ことが掲げられていることから、「社会調査
方法論」は必修科目にすることを検討すること。また、
ディプロマ・ポリシーはコースごとに設定されている一
方で、カリキュラム・ポリシーは学科として明示されて
いるので、学生が理解しやすいようにコースごとに明示
すること。
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(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 園田学園女子大学 経営学部 兵庫県尼崎市 学校法人 助言事項

　ビジネス学科 120 　園田学園

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

計 13　校 　　13学部　　19学科

（注） 「備考」欄の（　）書の数字は、今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定
員未充足の改善に取り組むこと。（人間教育学部　児童
教育学科）

・本学の教育目的等に照らして必要となる基礎的な知識
の涵養（かんよう）に係る教育をより充実させるため、
選択科目となっている「経営学入門」の必修化を検討す
るとともに、財務管理や管理会計、金融・ファイナンス
に係る教育内容の更なる充実を図ることが望ましい。

・「基礎演習」について、事前・事後の学修も含めた一
体的な教育及び指導を適切に行うことにより、授業計画
の最後に予定されている海外ゼミ合宿の学修効果を一層
高め、本科目の意義・目的の確実な達成に努めることが
望ましい。

・新設学部において、広報経費の配分などの法人全体の
財務計画に留意したうえで、確実に学生を確保できるよ
う、戦略的に取り組むこと。

・経常収支差額が悪化傾向にあることから、あらためて
学生確保に努めるとともに、収支の均衡を前提とした中
長期的な財政計画の策定・実行など経営基盤の安定確保
に取り組むこと。

・開設年度の前年度に借入を予定しており、負債率が
25%を超えることが予想されることから、負債について
計画どおり償還し、負債の減少に努めること。
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附 帯 事 項

私立 東北文教大学 人間科学部 山形県山形市 学校法人 助言事項 人間科学部

　人間関係学科 60 　富澤学園 　子ども教育学科〔定員減〕 (△20)

　　(3年次編入学定員) 5 東北文教大学短期大学部

　総合文化学科(廃止) 　 (△60)

　※令和3年4月学生募集停止

遵守事項

助言事項

助言事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

備 考

(人)

２　学部の学科を設置するもの　４校

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者

・本学科とコースの関係、各コースの説明、コース分属
について、入学前の学生に対しては入学者選抜要項等に
より、入学者に対しては学生便覧等により確実に学生へ
明示することが望ましい。また、特に「グローカルコ
ミュニケーションコース」は、外国語の学修にとどまら
ず、コミュニケーション学を学修することが確実に分か
るよう説明すること。

・「人間関係学」の概念である「対人認知」、「社会的
相互作用」、「コミュニケーション」の３つの要素を包
括できる教育研究・人材育成分野として、本学科に３つ
のコースを置くこととしているが、福祉マネジメント
コースの説明で、３つの要素のうち、主に「対人認知」
と「コミュニケーション」の２つの要素が重要であると
説明がある一方、図においては「対人認知」と「社会的
相互作用」が関連すると示されている。本コースにおい
て、３つの要素全てが重要と考えられるので、適切に改
めるとともに、設置計画の履行に当たり留意すること。

・心理総合コース以外のコースであっても「認定心理
士」の資格取得ができるなど、各専門領域とコースの関
係が不明確であるため、学科におけるコースの位置付け
やコース選択の意義について、早期の段階から学生に誤
解を与えないよう明確に説明することが望ましい。ま
た、心理総合コース以外のコースで「認定心理士」の資
格を取得するに当たっての時間割や修得単位数などの留
意点を事前に学生へ周知することが望ましい。

・心理総合コースについて、心理学の学びの方向性を履
修モデルや学生要覧に記載するなどにより学生へ示すこ
とが望ましい。

・福祉マネジメントコースにおいて、「社会変革（ソー
シャルアクション）を模索する協働力を育成する」旨説
明があるが、ソーシャルアクションは社会変革に比べて
非常に限定的な意味であることから、これを改め、適切
に学生へ周知すること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制
の将来構想について着実に実施すること。

・新設学科において、確実に学生を確保できるよう、戦
略的に取り組むこと。
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附 帯 事 項
備 考

(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者

（東北文教大学） 助言事項

助言事項

遵守事項

私立 東都大学 幕張ヒューマンケア学部 千葉県千葉市 学校法人 遵守事項

　医療テクノロジー学科 40 　青淵学園

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

・改組転換（既設の短期大学等を廃止して、その教員組
織、施設設備を基に新たな大学等を設置することによる
標準設置経費等の特例）に該当するため、審査基準上、
設置経費が標準設置経費を下回っても差し支えないが、
校舎（機械、器具等）の整備にあたり教育研究に支障が
ないよう配慮すること。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定
員未充足の改善に取り組むこと。（東北文教大学短期大
学部　人間福祉学科）

・改組転換（既設の短期大学等を廃止して、その教員組
織、施設設備を基に新たな大学等を設置することによる
負債率等の特例）に該当することから、東北文教大学短
期大学部総合文化学科については、計画どおり廃止する
こと。

・完成年度に向けた収入の増加に比して、教育研究経費
及び管理経費の増加割合が低く、収支計画の見込みが甘
いことから、中長期的な財政計画の策定・実行など、経
営基盤の安定確保に取り組むこと。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定
員未充足の改善に取り組むこと。（管理栄養学部　管理
栄養学科）

・「医療テクノロジー学科」という学科名称について、
臨床工学の専攻分野として学術的に妥当な名称で、か
つ、国際通用性を有するものか判然としないため、本学
で養成する人材像が臨床工学技士であることや、授与す
る学位名称が「学士（臨床工学）」であることに鑑み、
学科名称を「臨床工学科」に改めるとともに、英語名称
についても整合性のあるものとすること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制
の将来構想について着実に実施すること。

・新設学科において、確実に学生を確保できるよう、戦
略的に取り組むこと。

・経常収入に対する教育研究経費の割合が同系統の大学
等を設置する学校法人に比べて低いことから、教育研究
条件の充実向上に取り組むこと。

・学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合が同系
統の大学等を設置する学校法人に比べて低いことから、
同納付金の学生への還元に取り組むこと。
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附 帯 事 項
備 考

(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者

私立 名古屋産業大学 現代ビジネス学部 愛知県 学校法人 遵守事項 現代ビジネス学部

　経営専門職学科 40 　尾張旭市 　菊武学園 　現代ビジネス学科〔定員減〕 (△40)

遵守事項

助言事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

・入学者選抜において、アドミッション・ポリシーに基
づき、本学の養成する人材像が身につけるべき職業能力
に係るテーマとして掲げられている「デジタルデータの
活用」に関わる知識の修得に必要となる、数学をはじめ
とした基礎学力等が確実に担保されるよう、各入学者選
抜の有効性の向上に努めること。

・養成する人材像が身につけるべき職業能力に係るテー
マとして、「デジタルデータの活用」と「事業の実践」
の２つが掲げられているが、編成された教育課程は、
「デジタルデータの活用」の比重が「事業の実践」と比
べて小さい傾向にある。具体的には、一般・基礎科目の
「情報入門」が選択科目となっており、職業専門科目に
ついても、「事業実践系」の科目に比べて「デジタル
データ系」の科目が不足しているように見受けられ、選
択科目の割合も多く、「デジタルデータの活用」に係る
教育の更なる充実が望まれる。このため、養成する人材
像やディプロマ・ポリシーの達成に向けて、「デジタル
データの活用」に応分の比重を置いた教育課程の編成を
検討するとともに、適切な自己評価・改善活動を通し
て、教育内容の継続的な見直しを図ること。また、「デ
ジタルデータの活用」に係る教育の更なる充実に際して
は、データサイエンス分野に精通した専任の実務家教員
の追加採用も検討すること。

・監事と顧問を兼務している者がいることから、監事の
役割を踏まえ、兼務の見直しについて検討すること。

・ディプロマ・ポリシーの達成に、より寄与するため
に、一般・基礎科目に配置されている「経済学」の必修
化を検討するとともに、ファイナンスや会計、マーケ
ティングなど、経営学に係る教育をより充実させること
が望ましい。

・臨地実務実習に該当する科目のシラバスにおける授業
計画について、「デジタルデータの活用」と「事業の実
践」の双方の専門性を発揮するための実務の高度な職業
実践力が、いかなる実習内容を通じて、どのように涵養
（かんよう）されるのかをより具体的に示すとともに、
学生がそれを理解した上で当該科目を履修できるように
周知徹底を図ること。

・教育課程連携協議会の適切な運用等により、本学の養
成する人材像が身につけるべき職業能力に係るテーマと
して掲げられている「デジタルデータの活用」と「事業
の実践」が有機的に融合し、養成する人材像の実現に資
するよう、将来にわたって持続的かつ効果的な教育課程
の編成を行い、係る教育水準を一層向上させるよう努め
ること。

・新設専門職学科において、確実に学生を確保できるよ
う、戦略的に取り組むこと。
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附 帯 事 項
備 考

(人)

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者

(名古屋産業大学) 助言事項

助言事項

私立 高野山大学 文学部 大阪府 学校法人 遵守事項 文学部人間学科（廃止） (△20)

　教育学科 50 　河内長野市 　高野山学園 　※令和3年4月学生募集停止

和歌山県

　伊都郡高野町

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

計 4　校 　　4学部　　4学科

（注） 「備考」欄の（　）書の数字は、今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

・経常収入に対する教育研究経費の割合が同系統の大学
等を設置する学校法人に比べ低く、また、近年この割合
が低下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上に
取り組むこと。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定
員未充足の改善に取り組むこと。（名古屋経営短期大学
こども学科、健康福祉学科）

・履修コースの決定は２年次進級時であるが、教員免許
や保育士資格取得のために必要な科目の一部は１年次か
ら開講されるため、履修ガイダンス等を確実に実施し、
学生の進路希望に応じた適切な履修指導を行うこと。ま
た、いずれかのコースに希望者が偏る場合、大阪府内だ
けでなく隣県の実習先を用いる必要が生じるため、各学
生の実習先をどのように調整するかの基準を定めるとと
もに、学生の理解が得られるよう丁寧に説明・周知を行
うこと。

・完成年度における法人全体の基本金組入前当年度収支
差額がマイナスとなっていることから、収支の均衡を前
提とした中長期的な財政計画の策定・実行など、経営基
盤の安定確保に取り組むこと。

・寄附行為上に、既に廃止認可された高野山幼稚園につ
いての記載があることから、速やかに適切な手続きを行
うこと。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来
構想について着実に実施すること。

・新設学科において、確実に学生を確保できるよう、戦
略的に取り組むこと。

・理事の構成が特定の法人関係者に偏っていることか
ら、その構成の見直しについて検討すること。

・理事会及び評議員会が書面での持ち回りで行われてい
たことから、集会の形式により行うこと。

・法人本部とは別地のキャンパスに新設学科を設置する
ことから、新設学科の業務を適切に執行するための事務
処理体制について、計画どおり整備すること。
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附 帯 事 項

私立 新潟産業大学 経済学部 新潟県柏崎市 学校法人 助言事項

　経済経営学科 300 　柏専学院

　 (通信教育課程)
遵守事項

遵守事項

助言事項

遵守事項

助言事項

助言事項

計 1　校 　　1学部　　1学科

・本学図書館にて購読を一時休止している外国雑誌の電
子ジャーナルについて、国立国会図書館のオンライン文
献複写サービスの活用によって代替するとのことだが、
最新刊の電子ジャーナルの閲覧に制限があることから、
そのことによる不都合が生じないよう、他大学の図書館
との連携をより充実させたり、外国雑誌の電子ジャーナ
ルの購読を再開したりするなどして適切な措置を講じる
こと。また、図書館の遠隔利用に際して、学生の利便性
や効率的な学修等に資するよう、学生の利用希望に応じ
た速やかな手続の代行に努めることが望ましい。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来
構想について着実に実行すること。

・理事の構成が特定の株式会社関係者に偏っていること
から、その構成の見直しについて検討すること。

・完成年度における法人全体の基本金組入前当年度収支
差額がマイナスとなっていることから、収支の均衡を前
提とした中長期的な財政計画の策定・実行など、経営基
盤の安定確保に取り組むこと。

３　通信教育課程を開設するもの　１校

・「専門演習Ⅰ」及び「専門演習Ⅱ」について、ラーニ
ングマネジメントシステム（LMS）を通じた具体的な指
導方法等について、シラバスに追記することにより、学
生に対してあらかじめ明示することが望ましい。

・自らが定める選任要件や能力基準にかなう指導補助者
を必要人数適切に確保すること。

・ラーニングマネジメントシステム（LMS）の運用体制
について、教育の質を担保するために、メディア授業の
制作・登録に係る運用・管理担当に教員を適切に配置す
るとともに、運用体制全体の更なる充実を図ること。

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
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